
 

 

子ども＋人＝成長 

        児童支援専任 西田 一樹 

 

私は立場上、担任という目線ではなく、全校的な視点で各学年や学級などを見ることが多いです。

そのような中で、子どもたちの新しい一面や成長に出会うことがあります。 

今回はそんな子どもたちの成長に出会った二つの場面をご紹介します。 

 

10 月 15 日。それまでの天気が嘘のように気持ちの良い秋の日。「第 49 回大門運動会 2022」を

開催しました。運動会に向けて、各学年が毎時間真剣に学習に取り組む中、それぞれの発達段階や

特色を生かした動きが日に日に高まっていくのを目にしました。特に、６年生は自分たちの演技は

もちろん、各自が最高学年として自覚をもって自分の係に取り組みながら、運動会を盛り上げたり、

彩ったりして全校を引っ張っていました。 

運動会当日には、一人一人がそれまでの学習の成果を発揮し、最高の一日をみんなでつくり上げ

ることができました。今年の運動会テーマ「全校が一つ ムラサキ組！ 団結めざして 輝こう！」

のもと、全校が一つとなり、素敵な運動会になったと感じました。 

そして 10 月 22 日。こちらも天気に恵まれ、「瀬谷中学校区拡大ハマロードサポーター」を実施

しました。ハマロードサポーターの活動は有志の活動にもかかわらず、約 100 名の児童、中学生、

保護者の方々、そして地域の皆様のご参加をいただき学校周辺の清掃活動や畑周辺の植栽活動を行

いました。このハマロードサポーターには、毎年多くの中学生が参加しています。今年も 30 名を

超える中学生の参加がありました。グループの中で率先して声掛けをしている様子と、進んでゴミ

拾いや芝桜の苗植えに取り組む多くの中学生の姿に、小学校時代とはまた違う成長を見ることがで

きました。そのような中学生の姿から、参加した大門小学校の子どもたちが「来年も参加しよう。」

「卒業してもまた来たいな。」とつぶやいているのを見て、うれしく感じました。 

どちらの場面においても、一人一人の気持ちや努力がその成長につながっていることは間違いあ

りません。しかしそれだけではなく、そこに関わる友達、保護者の方々、地域の皆様、教職員など、

数多くの「人」とのつながりや関わりが、子どもの更なる成長につながっていると強く感じました。 

 

今回は二つの場面についてお伝えしましたが、子どもたちは様々な体験を通して、日々成長して

います。今後も教職員、保護者、地域の皆様で子どもたちを見守り、心も体も大きく成長できるよ

うな場面を数多くつくっていければと考えています。引き続きのご協力をどうぞよろしくお願いい

たします。 
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 最近の教育活動の様子 

４年生 

全員が動きをシンクロさせて、なわ

を跳びました。短なわを使ったリズミ

カルなロデオジャンプや、体を大きく

使ったウェーブなどの表現運動ものび

のびと披露しました。 

運動会では、一人ひとりがこれまで
の学習の成果を発揮しました。保護者
の皆様、地域の皆様にご協力、ご参観
いただきありがとうございました。 

個別支援学級 

「○さ いごまで○い っしょうけ

んめいがんばろう」をめあてに

して取り組み、一人ひとりが学

習の成果を発揮しました。 

 
応援団長 

選手宣誓 

様々な運動会係
で、６年児童の
活躍が見られま
した。 

 ５・６年応援係 

５年生 

地球をテーマにして表現運動「Save the 

Earth ～地球を守れ！ゴネンジャー～」に

取り組みました。一人ひとりがどんな感じ

かをイメージし、自分で考えて踊ったり、グ

ループで協力して表現したりしました。 

 
放送係 

２年生 

リズムに合わせて、体を大きく動かし、

元気いっぱいに踊りました。曲の途中に

は、クラスごとに考えたダンスも入れまし

た。最後のオリジナルポーズも、かっこよ

くきまりました。 

１年生 

初めての運動会に、みんな一生懸命取り

組みました。演技では、「アニマル探検隊」

になりきって、リズムよく跳んだり回った

りして笑顔で踊りました。徒競走では、ゴー

ルを目指して全力で走り切りました。 

 
審判係 

３年生 

一人ひとりがめあてをもち、ダ

ンスに取り組みました。ポップな

リズムに乗って軽快に踊り、学年

目標の「あじさい」を表現するこ

とができました。 

 
進行係 

６年生 

今年も伝統の「大門ソーラン」を披露しました。

小学校生活最後の演技で６年間の集大成となる

姿を表現しました。前半の「ボレロ」ではオーケ

ストラの壮大な動き、後半の「ソーラン節」では

キレのある動きと腰の低さを意識して、気持ちを

込めた力強い演技ができました。 

 
テレビで中継を
見ながら、声援を
送りました。 

 
閉会式では、６年生か

らのメッセージが伝
えられました。 

 
プログラム係 

 
安全な入場を

見守っていた
だきました。 

 
ペア学年競技 

ナスナス 

ころりん 

学級目標ダイヤの

えがお○さ○いた 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年 運動会係活動 ９月３０日（金）、１０月１４日（金） 

運動会に向けて、６年生が運動会係の活動をしました。感染

症対策で時間や内容が限られた中でしたが、自分たちに何がで

きるかを考えたり、できる役割に取り組んだりしました。大門

運動会を少しでも盛り上げられるように、各係で児童と職員が

アイデアを出したり、当日に向けての準備をしたりしました。 

不審者対応訓練 １０月３日（月） 

不審者が校舎内に侵入したときを想定した訓練です。自

分の安全を守るための適切な行動と迅速な避難の仕方を

ビデオで学習した後、訓練を行いました。子どもたちは真

剣な気持ちで訓練に取り組んでいました。 

前期終業式 １０月７日（金） 後期始業式１０月１１日（火） 

前期終業式では、４年生の代表児童が前期の学習や生活を

振り返り、自分たちの頑張ったことや成長したことについて

発表しました。後期始業式では、３年生の代表児童が、これ

から頑張りたいことについて発表しました。放送での式でし

たが、後期に向けての意欲と期待を高めました。 

大門小学校のＥＳＤ     

 

個別支援学級 区合同交流会 ９月２９日（木） 

瀬谷中ブロックの瀬谷小学校、上瀬谷小学校の

友達と一緒に瀬谷中央公園へ行きました。グルー

プに分かれて自己紹介をしたあとに「ドッジビー」

やおにごっこをしたり、ログハウスの中の遊具で

遊んだりして、他校の友達と交流しました。 

 

 

先日メールでもお伝えしましたが、登下校中、
放課後等の横断歩道の渡り方について、子どもた
ちに話をしました。青は進む、赤は止まる、点滅
していても止まる。子どもたちの安全・安心のた
めにご家庭でも話題にしてください。 
秋も深まり、日が暮れる時刻が早くなっていま

す。安全面・健康面を考慮して、ご家庭でも暗く
なる前に帰宅するよう、合わせて声掛けをお願い
します。 

 

児童支援専任から 

３年生 川崎民家園校外学習 １０月４日（火） 
川崎にある、日本民家園と宙と緑の科学館に校外学習に出か

けました。古民家のつくりについてのレクチャーを受けたり、

グループで数々の古民家を回ったりしながら、どの子も興味を

もって見学していました。科学館では、太陽や星の動きを大画

面のプラネタリウムで学ぶことができました。 

 

 

拡大ハマロードサポーター １０月２２日（土） 

大門小学校児童と瀬谷中学校生徒、保護者、地域の方々など
総勢約 100名が集まって活動しました。大門小周辺の地域を清
掃したり、農園に芝桜を植えたりしました。今年もたくさんの
卒業生、保護者、地域の方々にご参加いただき、人とのつなが
り、まちとのつながりを強く感じました。春に見ごろを迎える
芝桜をぜひ楽しみにしていてください。 

農園委員会が農園にコンポストを設置しました。給食で出

る野菜の切れ端などを利用して、安心安全な有機肥料をつく

ります。本校の特色ある教育活動の一つである SDGs に関連

する教育活動として、大切にしていきます。 

農園では、子どもたちの思いをもとに学年や学級単位で冬 

野菜を育てています。１年生の小松

菜、２年生のホウレンソウやカブ、３

－１の大豆、４年生の大根、個別級の

ビーツや白菜などが元気に育ってい

ます。 

 


